
広　告 広　告

詳しくは… 問 企画振興課  ☎７３ｰ６６３１

主広 告 募 集
広報【南島原】で広告を募集しております。

あなたの会社、お店の広告を載せてみませんか。

◎経費削減と新たな財源の確保のために、有料広告を募集しています。
◎広報紙のほか、市ホームページのバナー広告や公用車広告も併せて
　募集しています。

会社・商品ＰＲ、イベント告知に。　

市内無料送迎バス
（15名様以上）
ご予約の際に

ご相談くださいませ。

☎72‒2017（担当：検診室）
※事前予約が必要です。予約枠には限りがあります。

ご希望の日程に予約をお取りできない場合もございますので、ご了承ください。

多忙な平日をお過ごしの女性の皆様

平成30年 10月21日
平成31年 1月27日・2月17日
平成30年 10月21日
平成31年 1月27日・2月17日
平成30年 10月21日
平成31年 1月27日・2月17日

日曜日に乳がん検診を受けましょう！！日曜日に乳がん検診を受けましょう！！
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
２
団
地（
１
戸
）

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
２
戸
）

・
布　
津　
寺
田
団
地…

（
１
戸
）

　
＊
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
有　
家　
蒲
河
団
地…

（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
１
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
南
有
馬　
露
田
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
２
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
２
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

●
募
集
期
間

　
９
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

９
月
21
日
㈮

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

文
化
財
発
掘
作
業
員

●
募
集
人
員…

10
人
程
度

●
勤
務
内
容…

埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
業
務
（
遺
物
包
含
層
の
掘

削
、
遺
物
・
遺
構
の
検
出
、
測
量
、

埋
め
戻
し
な
ど
）。
そ
の
他
文

化
財
保
護
行
政
に
係
る
業
務
。

●
勤
務
地…

主
に
西
有
家
町
内
の

発
掘
調
査
現
場
な
ど

●
報
酬
な
ど…

時
給
８
１
０
円
、

雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間…

10
月
中
旬
〜
平
成

31
年
３
月
上
旬

※

天
候
や
事
業
の
状
況
に
よ
り
変

動
あ
り
。

●
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
う
ち

５
時
間
45
分
勤
務
）

※

休
日
は
土
、日
、祝
日
お
よ
び
担

当
課
が
指
定
す
る
日

●
試
験…

面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入（
写
真
貼
付
）し
、「
文
化
財

発
掘
作
業
員
」と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い（
持
参
可
）。

※

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

し
９
月
21
日
㈮ 

必
着

問
文
化
財
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
５

　
〒
８
５
９
‐
２
４
１
２

　
南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

家
庭
教
育
支
援
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

　
初
め
て
の
親
学
び
家
庭
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
）
を
主
に
実
施
す
る
「
家
庭

教
育
支
援
コ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
乳
児
母

子
の
育
児
支
援
を
は
じ
め
、
子
ど

も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
家
庭
教

育
支
援
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
実

践
的
技
術
を
身
に
つ
け
、
地
域
で

の
家
庭
教
育
力
向
上
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

❶
養
成
講
座（
全
２
回
）

と
10
月
１
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ば
西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

カ
ム
ス

と
10
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ば
西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

カ
ム
ス

❷
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

　
（
全
２
回
）

と
２
月
６
日
㈬　
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

と
２
月
７
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ば
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

定
５
人
程
度

り
無
料

対
全
４
回
の
参
加
が
可
能
で
、
地

域
で
子
育
て
や
家
庭
教
育
支
援

に
協
力
い
た
だ
け
る
人

し
９
月
20
日
㈭

も
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル（
氏
名
、住
所
、連
絡
先
記
載
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

　
☎
７
３
‐
６
７
０
３

　
℻
８
５
‐
２
７
６
７

shougaigakusyuu-han@

　

city.m
inam

ishim
abara.lg.jp

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す

　
里
帰
り
出
産
な
ど
に
よ
り
子
ど

も
の
予
防
接
種
を
県
外
で
受
け
よ

う
と
す
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
入

院
な
ど
の
理
由
に
よ
り
市
外
で
受

け
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
９
月

か
ら
接
種
費
用
の
全
額
ま
た
は
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も

お
よ
び
65
歳
以
上
の
人

●
対
象
予
防
接
種…

予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
予
防
接
種
（
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、Ｂ
型

肝
炎
、
四
種
混
合
、
三
種
混
合
、

不
活
化
ポ
リ
オ
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）、

麻
し
ん
、
風
し
ん
、
水
痘
、
日

本
脳
炎
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
）

も
接
種
前
に
「
予
防
接
種
実
施
依

頼
書
交
付
申
請
書
」
の
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
方
法
や
助
成

費
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
７
３
‐
６
６
５
２

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

し
ま
す

　
長
崎
県
で
は
、
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
・
顕
微
授
精
）
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請

期
限
は
治
療
終
了
日
の
属
す
る
年

度
末
（
３
月
末
）
ま
で
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
助
成
額…

初
回
30
万
円
、
２
回

目
以
降
15
万
円
（
凍
結
胚
移
植

な
ど
は
７
．５
万
円
）、
男
性
不

妊
治
療
は
15
万
円
を
上
乗
せ

対
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
42

歳
以
下
、
夫
婦
の
合
計
所
得
額

が
７
３
０
万
円
未
満
の
人
な
ど

問
県
南
保
健
所 

地
域
保
健
課

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
３
２
８
９

平
成　
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任

技
術
者
と
し
て
登
録
す
る
た
め
の

資
格
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験

と
11
月
11
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

ば
公
益
財
団
法
人　
長
崎
県
建
設

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

な
下
水
道
の
一
般
的
分
野
、
技
術

的
分
野

り
８
，０
０
０
円

●
受
験
資
格…

学
歴
に
応
じ
て
、

下
水
道
工
事
な
ど
の
実
務
経
験

が
必
要

●
受
付
期
間…

９
月
３
日
㈪
〜
18

日
㈫　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

も
申
込
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
直
接
申
し

込
む
か
、
郵
送（
簡
易
書
留
）し

て
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

長
崎
県
建
設
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー 

企
画
研
修
課

　
（
略
称
：
ナ
ー
ク
）

　
☎
０
９
５
７
‐
５
４
‐
９
６
３
３

　
〒
８
５
６‐

０
０
２
６　
大
村
市

池
田
２
丁
目
１
３
１
１
番
地
３

よ
く
わ
か
る

「
成
年
後
見
活
用
講
座
」

　
成
年
後
見
制
度
は
判
断
能
力
に

支
障
が
あ
る
人
を
支
え
る
心
強
い

制
度
で
す
。

　
「
も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
」、

「
知
的
障
が
い
の
子
ど
も
の
将
来

が
心
配
」
な
ど
の
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
将
来
の
不
安
軽
減
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
９
月
25
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

ば
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

●
講
師…

弁
護
士

対
関
心
の
あ
る
人（
年
齢
性
別
不
問
）

し
９
月
21
日
㈮

も
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。当
日
参
加

も
可
。

問
南
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
６
５
‐
２
８
８
７

　
℻
８
２
‐
０
８
１
３

kenri@minashimashakyo.or.jp

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８　
島
原

　
９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。
島
原
獣
医
師
会
で

は
動
物
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
９
月
23
日
㈰ 

午
後
２
時
〜
４
時

※

雨
天
決
行

ば
県
南
保
健
所
駐
車
場
（
島
原
市

新
田
町
３
４
７
番
地
９
）

な
ご
長
寿
犬
表
彰
、講
話（
盲
導
犬

に
つ
い
て
）、犬
猫
の
里
親
探
し

掲
示
板
、
動
物
病
院
相
談
コ
ー

ナ
ー
、牛
の
乳
搾
り
体
験
、ア
ジ

リ
テ
ィ
、動
物
ク
イ
ズ
、ミ
ニ
動

物
園
、
犬
の
手
入
れ
の
仕
方
・

飼
い
方
講
座

※

譲
渡
会
は
、
ほ
と
ん
ど
成
犬
・

成
猫
で
す
。ま
た
、当
日
は
お
見

合
い
の
み
で
、
実
際
の
譲
渡
は

後
日
に
な
り
ま
す
。

※

当
日
、
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
県
南
保
健
所 

衛
生
環
境
課

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
３
２
８
８

承
っ
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人　
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構　
共
済
相
談
室

　
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

小
規
模
な
中
小
企
業
な
ど
の

設
備
投
資
を
支
援
し
ま
す

　
市
内
事
業
所
向
け
の
新
規
事
業

と
し
て
、
従
業
員
数
30
人
以
下
の

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
が
、
新

規
事
業
や
規
模
拡
大
に
伴
い
設
備

投
資
す
る
場
合
に
、
補
助
金
交
付

に
よ
り
支
援
す
る
「
中
小
企
業
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。
設
備
投
資
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
対
象
業
種…

製
造
業
、
旅
館
業
、

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林

水
産
物
販
売
業

●
補
助
の
金
額
な
ど

・
設
備
投
資
補
助…

設
備
投
資
の

１
／
３
以
内（
上
限
２
０
０
万

円
）

・
新
規
雇
用
補
助…

設
備
投
資
し

た
事
業
者
が
、正
社
員
を
新
規

雇
用
し
、か
つ
１
年
以
上
の
雇

用
実
績
が
あ
っ
た
場
合
に
１
人

当
た
り
30
万
円（
２
人
ま
で
）

●
対
象
要
件

・
新
規
ま
た
は
規
模
拡
大
の
事
業

で
あ
る
こ
と（
建
物
や
設
備
の

更
新
は
対
象
外
）

・
設
備
投
資
額
が
１
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

・
新
規
の
取
引
先
獲
得
や
拡
大
の

見
込
み
が
あ
る
こ
と

問
商
工
観
光
課 

☎
７
３
‐
６
６
３
２

東
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

ご
み
計
量
機
操
作
方
法
等

変
更
の
お
知
ら
せ

（
深
江
・
布
津
地
区
）

　
県
央
県
南
広
域
環
境
組
合
の
施

設
で
あ
る
東
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

（
島
原
市
前
浜
町
）
の
計
量
シ
ス

テ
ム
更
新
に
伴
い
、
同
施
設
へ
直

接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
の
ご
み

計
量
機
の
操
作
方
法
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
（
深
江
・
布
津
地
区
）

の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
日…

９
月
18
日
㈫

●
操
作
方
法

【
変
更
前
】

・
操
作
方
式…

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式

・
計
量
カ
ー
ド…

磁
気
カ
ー
ド
方
式

【
変
更
後
】

・
操
作
方
式…

ボ
タ
ン
方
式

・
計
量
カ
ー
ド…

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
方
式

問
環
境
課　
☎
７
３
‐
６
６
４
４

　
ま
た
は
、
県
央
県
南
広
域
環
境

組
合

　
☎
０
９
５
７
‐
３
５
‐
８
２
１
２

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

始
ま
り
ま
す

　
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
住

宅
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
世
帯
（
市
内
約
３
，

０
０
０
世
帯
）
に
は
、
９
月
下
旬

に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
票
提
出
に
加
え
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
も
可
能
で
す
。

問
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
７
８
‐
３
９
３
９

　
☎
０
３
‐
５
５
３
９
‐
５
２
３
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
）

南
島
原
市
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
推
薦
お
よ
び

応
募（
再
募
集
）に
つ
い
て

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、再
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
地
区
お
よ
び
人
員

・
北
有
馬
町…

１
人

・
南
有
馬
町…

１
人

●
募
集
期
間

・
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
２
日
㈫

・
受
付
時
間…

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）

※

業
務
内
容
や
資
格
条
件
、応
募

方
法
な
ど
の
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
７
３
‐
６
６
１
２

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　

 ―

敬
称
略―

　

●
一
般
寄
付

・
塚
本　
政
治（
大
阪
府
）

●
教
育
寄
附

・
小
関　
由
香（
有
家
町
）

島
原
病
院
正
規
職
員

（
地
方
公
務
員
）
募
集　

●
募
集
人
員

・
看
護
師…

５
人
程
度

・
薬
剤
師…

若
干
名

●
採
用
予
定
日…

平
成
31
年
４
月

１
日
以
降
（
試
験
に
合
格
し
た

人
は
、
長
崎
県
病
院
企
業
団
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。
職

員
の
身
分
は
地
方
公
務
員
と
な

り
ま
す
。）

※

欠
員
の
状
況
に
応
じ
て
、
採
用

可
能
者
は
そ
れ
以
前
に
採
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格…

看
護
師
は
昭
和
58

年
、
薬
剤
師
は
昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
専

門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
は
年

齢
不
問
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免

許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成

31
年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込

み
の
人

●
試
験

と
10
月
20
日
㈯

な
作
文
・
適
性
検
査
・
面
接

し
10
月
12
日
㈮

　
午
後
５
時
30
分 

必
着

も
試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
下

記
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

問
島
原
病
院　
総
務
係

　
☎
０
９
５
７
‐
６
３
‐
１
１
４
５

　
〒
８
５
５
‐
０
８
６
１　
島
原
市

下
川
尻
町
７
８
９
５
番
地

第
２
０
９
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　
島
原
・
天
草
一
揆
の
舞
台
と
な

っ
た
原
城
跡
。
88
日
間
に
及
ぶ
戦

い
は
、
そ
の
後
の
日
本
の
姿
を
形

作
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
単
な
る
経
済
戦
争
な

の
か
、
そ
れ
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
の
再
来
を
夢
見
た
宗
教
一
揆
な

の
か
。

　
原
城
で
の
戦
い
を
ど
う
考
え
、

ど
う
見
せ
る
か
。
世
界
遺
産
の
視

点
か
ら
原
城
跡
を
見
つ
め
直
し
、

博
物
館
構
想
の
是
非
な
ど
に
つ
い

て
お
話
を
し
ま
す
。

　
世
界
の
宝
と
な
っ
た
原
城
跡
の

歴
史
の
価
値
を
い
か
に
伝
え
て
い

く
か
の
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
９
月
８
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な
世
界
遺
産
と
博
物
館

　
〜
原
城
で
の
戦
い
を
ど
う
考
え
、

ど
う
見
せ
る
か
〜

●
講
師

　
長
崎
市
大
浦
天
主
堂
博
物
館

　
研
究
部
長　
大
石  

一
久 

氏

定
60
人

り
無
料

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

初
め
て
の
銅
版
画
講
座

〜
メ
ゾ
チ
ン
ト
技
法
〜

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
銅
版
画

講
座
を
開
催
し
ま
す
。銅
版
画（
メ

ゾ
チ
ン
ト
技
法
）
に
関
す
る
基
本

的
な
表
現
方
法
を
身
に
つ
け
、
作

品
の
完
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

と
10
月
13
日
㈯
、
20
日
㈯
、
27
日

㈯
（
全
３
回
）
午
後
２
時
〜
（
２

時
間
程
度
）

ば
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・
シ
ラ
キ
ノ

（
旧
白
木
野
小
学
校
）

●
講
師

・
宮
部
真
知
子
先
生
（
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
現
代
版
画
展
審
査
委
員
、
銅

版
画
家
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
会
員
、

日
本
美
術
家
連
盟
会
員
）

・
原
田 

一
昭
先
生
（
画
家
、
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
現
代
版
画
展
一
次
審

査
委
員
）

定
20
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

り
１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

も
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

し
９
月
28
日
㈮

問
生
涯
学
習
課

　
☎
７
３
‐
６
７
０
３

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の

お
知
ら
せ

　
こ
の
制
度
は
、
小
規
模
企
業
の

経
営
者
や
役
員
、
個
人
事
業
主
な

ど
の
た
め
の
、
積
み
立
て
に
よ
る

退
職
金
制
度
で
す
。
農
業
・
林
業
・

漁
業
の
人
も
加
入
が
で
き
ま
す
。

●
お
得
な
ポ
イ
ン
ト

①
掛
金
の
全
額
が
所
得
控
除

　
最
高
月
額
７
万
円
の
掛
け
金
の

場
合
、
年
間
８
４
万
円
の
全
額

が
所
得
控
除

②
受
取
時
に
も
税
制
面
の
優
遇
あ
り

③
低
金
利
の
貸
付
制
度
が
利
用
可
能

●
加
入
資
格…

次
の
２
つ
を
満
た

す
人

①
個
人
事
業
主
お
よ
び
そ
の
共
同

経
営
者
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役

員
②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
人
数
の

条
件

・
小
売
、
卸
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
５
人
以
下

・
製
造
、
建
築
、
運
輸
、
農
業
な

ど
は
20
人
以
下

も
お
近
く
の
商
工
会
、
商
工
会
議

所
、
青
色
申
告
会
、
税
理
士
、

金
融
機
関
の
本
支
店

※

資
料
請
求
は
小
規
模
共
済
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で

島
原
鉄
道  

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス

無
料
調
停
相
談
会

　
調
停
は
、
家
事
や
民
事
の
こ
と

で
争
い
が
生
じ
た
場
合
、
調
停
委

員
が
、
当
事
者
双
方
の
意
見
を
十

分
聴
い
た
上
で
、
実
情
に
即
し
て
、

条
理
に
か
な
っ
た
適
正
妥
当
な
合

意
の
成
立
を
図
ろ
う
と
い
う
制
度

で
す
。

　
相
談
会
で
は
、
調
停
委
員
が
民

事
・
家
事
問
題
に
関
す
る
調
停
の

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

と
９
月
30
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ば
島
原
市
森
岳
公
民
館

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

無
料
調
停
相
談
会
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
で
あ
る
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

問
長
崎
地
方
裁
判
所
島
原
支
部

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
３
１
５
１

労
働
相
談
・
あ
っ
せ
ん
制

度
説
明
会

　
長
崎
県
労
働
委
員
会
で
は
、
働

く
人
と
会
社
の
間
の
紛
争
解
決
の

た
め
に
、
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
を
「
個
別
労
働
関

係
紛
争
処
理
制
度
」
に
係
る
周
知

月
間
と
定
め
、
そ
の
一
環
と
し
て

労
働
相
談
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
制
度

の
説
明
を
実
施
し
ま
す
。

●
長
崎
県
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
２
５
８

※

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。（
当

日
以
外
）

と
10
月
21
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

ば
長
崎
県
労
働
委
員
会
会
議
室

　
長
崎
市
尾
上
町
３
番
地
１

　
長
崎
県
庁　
３
０
８
会
議
室

り
無
料（
相
談
・
説
明
会
）

問
長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
５
‐
８
２
２
‐
２
３
９
８

島
鉄
・
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
８
月
か
ら
島
原
鉄

道
・
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
時
刻
な
ど
の
詳
細
は
島
原
鉄
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
問
島
原
鉄
道
株
式
会
社

　
☎
０
９
５
７
‐
６
２
‐
２
２
３
１

詳細は上記のQRコ
ードを読み取って
ご覧ください。

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！島原半島ユネスコ世界ジオパークジオパークで
あり続けるための取り組み

　1990年（平成2年）からおよそ５年間継続した平成噴火
は、山頂付近に出現した粘り気の強いマグマが溶岩ドーム
をつくったこと、そしてその溶岩ドームの一部が崩落し、
火砕流や熱風（火砕サージ）を発生させたことが目撃されま
した。これまで火砕流や熱風の発生が目撃された例は多く
なかったため、この噴火は火山学の発展に大きく貢献しま
した。
　平成噴火は、噴火だけではなく、噴火によって変化した
自然環境がどのように回復してきたのかについても、貴重
な観察事例をもたらしています。
　島原市南千本木にある「平成新山ネイチャーセンター」
は、平成噴火に伴う火砕流が直接到達した垂木台地の上に
建てられた環境省の施設で、2003（平成15）年２月にオー
プンしました。センター内には、雲仙火山の成り立ちや垂
木台地に堆積した平成噴火の地層や、センター周辺で観察
できる動植物に関する展示があります。屋外に設置されて
いる散策路沿いには、平成新山が間近に迫る展望台があり、
絶景が楽しめます。

　この施設の一番の特長は、平成噴火の後、植物がどのよ
うに再生するのかを観察しているエリアがあることです。
平成噴火の終了から 20 年以上が経過し、垂木台地も次第
に木々に覆われるようになりました。どんな植物がどのよ
うな順序で回復してくるのかが分かれば、植物から噴火後
の自然環境の復元度が推定できるようになり、大変貴重な
観察事例になります。
　同センターが実施する野外観察会やイベントに参加する
と、雲仙火山周辺の自然と、その自然を創り出した火山活
動とのかかわりをより深く楽しむことができますので、ぜ
ひご参加ください。

噴火から復活しつつある自然を体験  ～ 平成新山ネイチャーセンター ～

平成新山ネイチャーセンター
センターの周辺には避難シェルターも

　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくり
だしたジオの魅力を、その道のプロが毎回たのしく紹介
します。ふるってご参加ください！
と９月22日土  午前10時～正午　ば本多木蝋工業所
●講師…本多　俊一 氏（本多木蝋工業所 代表）
●題目…伝統産業「木蝋」で地域を明るく
　　　　～人々を癒す灯りの源、「櫨」を再び～
な伝統産業である木蝋やその原料の櫨について、歴史など
を踏まえてのお話しや和蝋燭の手作り体験や絵付け体験
を通して、木蝋の魅力に迫ります。

定30人（先着順）　り1,000円（材料費）※当日徴収
し９月20日㈭
も氏名、住所、年齢、電話番号を記入した E メールまたは
電話で申し込んでください。

問島原半島ジオパーク事務局　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
　E-mail: info@unzen-geopark.jp

第24回 「ジオ空教室」開催

たるき

ぞら

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

お詫びと訂正
　広報南島原８月号の13ページに下記の
とおり誤りがありました。
　訂正してお詫びいたします。
【誤】８月まで
【正】８月から


